
「石綿障害予防規則等」が改正されました 

建築物（個人宅含む）・工作物・船舶の解体工事、リフォーム・ 

修繕などの改修工事における石綿ばく露防止対策が強化されます 

【令和２年10月 1日から順次施行】 

 

建築物の解体等の作業については、従前より石綿障害予防規則等に基づき、石綿ばく露防

止対策を進めていただいているところでありますが、今後、石綿が使用されている建物の老

朽化による解体工事の増加が予想される中、事前調査の不備などによる石綿ばく露防止対策

が不十分な事案が全国的に認められています。 

このような状況を踏まえ、事前調査の進め方や保温材などレベル 2の石綿建材の解体作業

等に係る届出が強化されます。 

施行につきましては、本年 10 月から順次施行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和２年１０月から施行される内容】 

▶けい酸カルシウム板第１種を切断等する場合の措置 

▶石綿含有成形品に対する措置の強化（切断等の原則禁止） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤色で示した事項が、令和２年１０月から施行されます。 

※具体的な改正内容など、くわしくは、三重労働局ホームページ 
をご覧ください。 

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/jirei_toukei/pamphlet_leaflet/anzen_eisei/20200807.html 

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/jirei_toukei/pamphlet_leaflet/anzen_eisei/20200807.html

